
 子どもたちの「あふれる笑顔 きらめく瞳」をめざして 

                 

 

 学習状況調査の結果より PART.２ 
  

時間の使い方で立ちはだかる大きな壁は 
 
ゲームやインターネット、テレビなどの勉強以外での使用時間は？  
                  

        
          

 
 
 

 
                                
                                

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
                                                              

中学校区一貫教育校園 玉野市立玉小学校 学校だより第４号（令和４年４月２５日） 

速報 

学校だより第３号のつづき 

今回の調査では、ゲームやイン

ターネット、テレビの使用時間が

多いという結果となりました。 

《５・６年生平均》 

【ゲーム】 ４時間以上 約 40％ 

【インターネット】４時間以上 約 20％ 

《５年生のみ》 

【テレビ】 ４時間以上 約 16％ 

（６年生には同じ質問がありませんでした） 

 【ゲーム】【インターネット】【テレビ】

は、自分のほしい情報をすぐに見

つけることができたり、リフレッ

シュできたりして、使い方によっ

てはとても便利なものです。そし

て何より楽しい。そのため、つい

時間が長くなってしまう人が多い

のだと思います。学校だより第３

号で伝えたように【逆算の法則】

で時間を使ってほしいと思いま

す。 

 そして【ゲーム】【インターネット】【テ

レビ】を長時間したり、見たりし

ていると恐ろしいことがおきま

す。それは下にのせてある｢スマ

ホが学力を破壊する｣の中  

に書いてあること 

をもとに、裏面に 

【保護者の皆様 

へ】として書いて 

いるので、児童の 

みなさんも読んで 

ください。 

 

 



【保護者の皆様へ】 

表面にのせた「スマホが学力を破壊する」という本を以前に読みました。本についてい

る帯にも何とも衝撃的な言葉が･･･「スマホをやめるだけで偏差値が１０上がります」と。 

この本は東北大学加齢医学研究所所長で医学博士の川島隆太先生が、宮城県仙台市立小・中 

学生約７万人を５年間、追跡調査した結果とご専門の脳科学をもとに、書かれた本でした。 
データに裏打ちされた衝撃的なことが多く書かれていました。本の中で、お子さんの生活に

も当てはまりそうなポイントは以下の通りです。 
 
 ○スマホ 

・使えば使うほど成績が下がる。特にＳＮＳ等のインスタントメッセンジャー 
  ・スマホ使用を１時間未満に抑えると、さほど影響はない。 
  ・「たとえ家庭で２時間以上勉強しても、スマホを３時間使うと、家庭でほとんど勉強し 

ないけれどスマホを使わない児童・生徒より得点が低い」という結果。 
・４教科（国・社・算・理）の平均点が、インスタントメッセンジャーを全く使わないグ 
ループと比べ、時間が多くなるごとに下がる。４時間以上使うグループは－８０点とい 
う結果。 

  ・スマホ使用をやめたら、成績が上がった。 (引用 スマホが学力を破壊する 著:川島隆太 2018.3 集英社新書) 

 
 ○テレビやゲーム 
  ・長時間使用すると脳の発達が進まない。スマホ・テレビ・ゲームは脳の前頭前野（物事を 

考えたり、情報を処理したりする部分）の働きを止めてしまう。 
・１時間未満に抑えると、さほど影響はない。(引用 スマホが学力を破壊する 著:川島隆太 2018.3 集英社新書) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
②小・中・高校生に「スマホを長い時間使うと、勉強する時間が短くなるから、テストの点 
数が下がるのは分かるけれど、なぜ  のグループ（スマホを全くしない）より  のグル 
ープ（１時間よりも少ない）の方が平均点が高いのだろうか？」と質問されました。 
「息抜きも必要。１時間くらいの息抜きをしているから、勉強の効率が上がると思う」と 
多くのグループが同様の意見でした。一方、あるグループから「楽しいからいつまでもや 
っていたいけれど、自分で“１時間”とけじめをつけてやめられる強さがあるから」と発 
表しました。「なるほど！」と思いました。これこそ【計画と実行】だと思います。 

 
表面にも書きましたが、私たちの生活に今や溶け込んでいるスマホやゲームは、使い方によ

ってはとても便利・有益なものです。だからこそ使う時間や内容を考えることが、より一層大
切になります。幸い「スマホの使用について、家の人と約束したことを守っていますか」の質

問に【きちんと守っている】【だいたい守っている】と答えた５・６年生は８４％もいました。
とても高いです。ぜひ今回の結果やお子さんの様子を踏まえて、スマホやゲームの使用につい
て、ご家庭でもお子さんとお話をしていただきたいと思います。（低・中学年の保護者の方も
お願いします） 

 
毎年、OKAYAMA スマホサミット（岡山県教育委員会、

山陽新聞社主催）が開催されています。これは応募が
あった県内の小学校、中学校、高校、約３０校の児童
・生徒と保護者のみなさんが年数回、集まって【スマ
ホの適切な利用】について話し合う会です。（校長先
生もコロナ前は毎年、見学に行っていました） 
ある年のある時、司会の方から左のグラフが示され、

以下の２つのことを言われました。 

①  のグループ（２時間以上勉強するけれど、３時
間以上スマホを使う）よりも  のグループ（勉強時
間は３０分より短いけれど、スマホは全くしない）の
方が平均点が高いという結果。【上にも書いたとおり
です】 
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